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【担当教員】

専門分野
【本学の科目区分】
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到達目標 1．看護技術の本質及び科学的検証をふまえた技術の洗練過程について説明できる。
2．看護技術に関する研究・文献例から、科学的検証のあり方や展望について説明できる。

授業概要 　看護技術の本質及び科学的検証をふまえた技術の洗練過程について理解する。看護技術に関する研究・文献
例から、科学的検証のあり方や展望について考察する。また、看護技術適用の必須条件となる主要概念（安
全、安楽、自立）を学び、看護の本質についても考察する。さらに、取り組んだ課題のプレゼンテーションを
通して、自己の探求した看護技術について理解をさらに深める。

授業計画 1-2 授業内容
授業形態 : 講義・プレゼン・討論
学修課題・学修内容 :
　看護技術における主要概念
　　・看護技術における安全・安楽・自立の概念の検討
　看護技術の習得過程
　　・看護技術の習得過程
　看護技術に関する現状と課題
　　・看護技術を取り巻く問題と各自の関心の検討
備考 :　岡村

3-4 授業内容
授業形態 : 講義・プレゼン・討論
学修課題 : 看護技術のエビデンス及び検証方法①
学修内容 : 看護技術のエビデンス及び検証方法について探求する
　　　　　　・看護技術のエビデンスの検証方法の文献検討
　　　　　　・ディスカッション
備考 :　岡村

5-6 授業内容
授業形態 : 講義・プレゼン・討論
学修課題 : 看護技術のエビデンス及び検証方法②
学修内容 : 看護技術のエビデンス及び検証方法について探求する
　　　　　　・看護技術のエビデンスの検証方法の文献検討
　　　　　　・ディスカッション
備考 :　岡村

7-8 授業内容
授業形態 : 講義・プレゼン・討論
学修課題 : 各自のテーマに沿い、看護技術の洗練過程について探求する（1)-1
学修内容 : 看護技術について深めたいテーマの探索（テーマ設定）
備考 :　岡村

9 授業内容
授業形態 : 講義・プレゼン・討論
学修課題 : 各自のテーマに沿い、看護技術の洗練過程について探求する（1)-2
学修内容 : 看護技術について深めるテーマに付随するゴールの検討
備考 :　岡村

10-13 授業内容
授業形態 : 講義・プレゼン・討論
学修課題 : 各自のテーマに沿い、看護技術の洗練過程について探求する（1)-3
学修内容 : 看護技術について深めるテーマに関する内容の検証
備考 :　岡村

14-15 授業内容
授業形態 : プレゼン・討論・まとめ
学修課題 : 各自のテーマに沿い、看護技術の洗練過程について探求する（2）
学修内容 : 7－13 回の検証内容の発表
備考 :　岡村



授業形態 : プレゼン・討論・まとめ
学修課題 : 各自のテーマに沿い、看護技術の洗練過程について探求する（2）
学修内容 : 7－13 回の検証内容の発表
備考 :　岡村

事前・事後学習 事前学修：実践にて行っている看護技術のエビデンスについて振り返る。
事後学修：実践にて行っている看護技術の改善点を検討する。

評価方法、評価基
準

到達目標1については、1～6回の課題資料（20％）、プレゼンテーションの内容（20％）にて評価する。
到達目標2については、14-15回の課題資料（30％）、プレゼンテーションの内容（30％）にて評価する。

テキスト 随時、資料を提示しながら進めるとともに、必要な書籍・文献等は授業内で案内する。

参考図書・資料等 参考文献・資料は、各自が検索・収集する。

受講、課題、資料
配布等のルール

初回開講時に説明する。

教員からのメッ
セージ

看護技術に関する理解を深めるとともに、エビデンスを明らかにする研究方法（実験研究）について探究しま
しょう。

オフィスアワー 事前にメールにて問い合わせ。


